
情熱と個々への配慮

１ 患者さんの病前の社会背景と病状を理解し、
個々を尊重する治療に努める。

２ 医療の情報開示を行い、患者さんとの信頼
関係を大切にした医療を行う。

３ 地域医療連携を密にし、精神科・心療内科
の基幹病院としての役割を担う。

４ 臨床研究を行いながら、優れた医療人の育
成に努める。

五稜会病院の理念

患者さんの権利綱領

五稜会病院の職員は、患者さんの次の権利を順守
して日々の医療を行います。

１ 安全で適正な医療を公平・平等に受ける権利
２ 個人の生き方、信条、尊厳などが尊重される権利
３ 病状、検査結果、治療方法・結果などについて、

納得のいく説明を受ける権利
４ 十分な説明や情報提供のもとで、どのような医療

を受けるかを選択する権利
５ 如何なる不利益を受けることなく、検査・治療な

どを拒否する権利
６ 希望によりセカンドオピニオン（他の医師の意見

を聴くこと）を受ける権利
７ 如何なる場合も、個人情報やプライバシーが守ら

れる権利

札幌市北区篠路

学会・研究発表

五稜会病院では、最新の医療を提供出来るように、
日々研鑽しております。今年も例年通り、札幌市病院
学会、北海道病院学会、日本精神科医学会学術大会な
どの地方会、全国学会、研究会へ積極的に参加してい
きたかったのですが、延期・中止が続いています。

御 案 内

昨年は、大きな学会が軒並み中止となっています。

今年は、オンラインでの学会が増えてきました。

Webでの学会・研究会は、実際に参加してみると、

意外な新たな気づきを得ることもあります。学会や研究

会のやり方が様変わりしていくのではないでしょうか。

学会・研究会

★第41回札幌市病院学会

令和3年3月1日～15日 Web開催

「発達障害の初診から診断確定までの効率的ｼｽﾃﾑの検討

～心理師による発達特性を中心とした予診の活用～」

宮村真季

「精神科急性期病棟におけるﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾅｰｽの役割と課題

‐病棟ｽﾀｯﾌの意識調査から‐」 伊藤紗織

「主体的な作業療法ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより自己表出が増加

した慢性期統合失調症の事例」 竹原幸佑

★第46回札幌市医師会医学会

令和3年2月15日～3月1日 Web開催

「民間の単科精神科病院における臨床治験の検討」

中島公博

★第46回日本心身医学会北海道支部例会

令和3年2月28日 Web開催

「認知行動療法により過食・排出行動が改善した

神経性過食症の面接過程」 藤井美緒

論文・エッセイのご紹介

「令和3年,これからの精神科医療 with ｺﾛﾅ」

中島公博 日精協誌：時評 2021

未だ、新型コロナ感染が収束していません。東京、
神奈川、大阪では、目下のところ非常事態宣言中で
す。北海道では、繁華街の飲食店の時短要請が続いて
います。最近は、コロナ陽性者は次第に減少傾向にあ
りますので、この調子で行って欲しいです。
令和3年2月17日、日本でもようやく新型コロナウィ

ルスワクチンの接種が始まりました。まずは、国立病
院機構、地域医療機能推進機構、労災病院100医療機
関に所属する医療従事者約4万人を対象に先行接種が
行われ、その後、それ以外の医療機関の医療従事者、
65歳以上の高齢者へと接種が広がります。
新型コロナウイルスワクチンの接種は、16歳以上の

人が対象。3週間間隔で2回接種する必要があり、接種
は筋肉内注射によって行われます。
五稜会病院の職員が接種を受けるのは、3月以降に

なります。ワクチン接種が、コロナの感染拡大防止の
切り札になってくれることを切に願っています。

医療法人社団五稜会病院理事長・院長：中島公博

雪のなかの五稜会病院です。日中は気温も上がり、雪
解けも進んでいます。でも、道路はぐじゃぐじゃで歩き
づらいので、足下を取られないように要注意です。

最近の精神科医療政策のご紹介

★新型肺炎コロナウィルス（COVID-19）★

五稜会病院での新型コロナ対策

五稜会病院では、令和2年10月末に第1病棟の入院患

者さんがコロナ陽性と認定されました。直ちに保健

所と連携して対策を協議し、陽性者の指定入院医療

機関への転院と濃厚接触の患者さんと複数名の職員

のPCR検査を実施した結果、全員が陰性でした。

この経験を生かして、さらなる新型コロナ対策を

行っております。手洗い、マスク着用、定期的な換

気、空気清浄機導入、面接時間の短縮などです。患

者さんには、大変不便をお掛けしていることもあり

ますが、ご容赦下さい。また、補助金を利用して、

各病棟には、陰圧室を設置して、万が一の新型コロ

ナ陽性者の入院治療も想定しています。

昨年11月末からのコロナ第3波は、未だに続いてい

ます。北海道内では、クラスターが発生している医

療機関もあります。医療機関としての責務を果たす

べく、感染予防を徹底したいと存じます。

五稜会病院からクラスター発生病院、

介護施設への支援ナース派遣

北海道では「新型コロナウイルス感染症対策に係

る医療従事者等派遣事業」(北海道COVlD-19支援ナー

ス事業)で、院内感染により医療従事者が感染した医

療機関など、感染症に対応する医療機関の業務支援

を目的として、応援職員（看護職員）を派遣する事

業を行っています。

五稜会病院では、この主旨に賛同して、これまで

に、クラスターが発生した精神科病院、介護施設に6

名、延べ8件の派遣をしています。そして、令和3年

1月28日、2月2日の2回に分けて、COVID-19支援ナース

の報告会を行いました。実際にクラスターの現場で

の経験での感染防御対策を行ったノウハウを、職員

に報告して戴きました。感染対策の基本は、手洗い、

マスク着用、換気、三密を避けるなどです。改めて、

感染対策のモチベーションに繋がった報告会でした。

新型コロナウィルスワクチン

令和3年2月14日、ファイザー（株）のCOVID-19に対

するワクチン「コミナティ筋注」が厚生労働省から

製造販売承認されました。コミナティ（英名：COMIRN

ATY）という製品名は、COVID-19、mRNA、コミュニテ

ィ（Community）、免疫（Immunity）という用語を組

み合わせたもので、パンデミックにおいて、過去に

ない世界的な協業によって安全性を最優先に科学的

な厳格さと効率性をもって開発されたmRNAワクチン

であることを表しています。

当院は患者さん本位の医療を提供しようと

考えております。

お気づきの点はご相談下さい。

五稜会病院 概要
標榜科名：精神科・心療内科・内科・消化器科

病床数 193床
急性期病棟 48床
ｽﾄﾚｽｹｱ・思春期病棟 48床
療養病棟 A 49床
療養病棟 B 48床

従業員数 約 200名
医師数 常勤 ８名 非常勤 ５名

看護師 71名 准看護師 10名

薬剤師 2.5名

臨床検査技師 １名 非常勤 ４名

臨床心理士 ９名 （公認心理師 ８名）

作業療法士 10名 ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ ５名

精神保健福祉士 10名 管理栄養士 ２名
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編集後記
新型コロナが発生してもう1年も経ちました。こんなに
長く続くとは、思いもよりませんでした。ワクチン接種
がようやく始まって、これから、この閉塞感が開放され
るのを切に待ちたいですね（K.N)

治験のご協力のお願い
現在、当院では「うつ病」 に対する薬剤の臨床治験

を行っています。創薬（薬を創りだす）は国家戦略の一
部です。臨床治験を行わないと、良い薬を世の中に出
すことは出来ません。参加される方には負担軽減とし
ての費用を差し上げています。
うつ病 (成人）

抑うつ気分、興味喜びの喪失感等の症状があればう

つ病の診断になります。抗うつ剤を使っていても効果

がない場合に、補助として抗精神病薬を加えると改善

することもあります。新たに、統合失調症の治験を開

始する予定です。

IRB（治験審査委員会）

治験を実施する際に、倫理性に問題がないか、治験参

加者の「人権」と「安全性」に問題が無いかなど、治験

の倫理性、安全性、科学的妥当性を審査する組織です。

五稜会病院では、月に1回開催しています。
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